
●第３章／市民生活と市政

■
多
様
化
す
る
イ
ベ
ン
ト

　
横
浜
開
港
を
記
念
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
港

ま
つ
り
」
は
、
五
月
三
日
の
「
国
際
仮
装
行
列
」

に
始
ま
り
、
「
開
港
記
念
バ
ザ
ー
」
、
そ
し
て
七
月

二
〇
日
の
「
国
際
花
火
大
会
」
で
幕
を
閉
じ
る
が
、

最
近
で
は
六
月
上
旬
の
「
横
浜
ど
ん
た
く
」
、
七
月

下
旬
の
「
横
浜
薪
能
」
な
ど
の
行
事
も
加
わ
っ
て

き
た
。
秋
に
は
「
国
慶
節
」
や
「
双
十
節
」
な
ど

中
華
街
の
祭
り
に
加
え
、
「
ミ
ナ
ト
横
浜
秋
祭
り
」
、

「
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
も
あ
る
。
徐
々
に
て
は
あ

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　
観
光
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
横
浜
駅

な
ど
に
観
光
案
内
所
が
、
ま
た
主
要
駅
や
公
園
な

ど
に
観
光
案
内
板
が
置
か
れ
て
い
る
。
外
国
人
に

対
し
て
は
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
紹
介
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
観
光
客
な
ど
の
た
め
の
宿
泊
施
設
の
数
は
、
五

六
年
末
現
在
四
五
六
（
八
二
六
六
室
）
と
な
っ
て

い
る
。
近
年
、
大
規
模
ホ
テ
ル
が
ふ
え
て
い
る
も

の
の
、
他
の
大
都
市
と
比
べ
る
と
横
浜
の
宿
泊
施

設
は
少
な
い
。
飲
食
店
、
土
産
品
店
な
ど
の
観
光

関
連
サ
ー
ビ
ス
業
と
と
も
に
、
宿
泊
施
設
の
充
実

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
横
浜
の
観
光
を
振
興
し
て
い
く
場
合
、
こ
れ
ま

て
以
上
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
で
あ
る
。
ま
た
、
個
性

と
魅
力
あ
る
都
市
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と

も
、
横
浜
に
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
て
い
く
う
え

で
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
横
浜
市
で
は
、
五
五
年
に
国
際
性
と

良
質
の
文
化
の
追
求
を
基
本
理
念
と
す
る
観
光
基

本
構
想
を
策
定
し
た
。
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
の
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
横
浜
の
今
昔
の
イ
メ

ー
ジ
づ
く
り
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

「横浜薪能」も新たな行事として加わった

イ
ベ
ン
ト

■
多
彩
な
振
興
策
が
必
要

　
市
内
の
観
光
地
を
訪
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
む
人
が
、
最
近
ふ
え
て
い
る
。
年
間
の
観
光
客

は
昭
和
五
一
年
以
降
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
五
六

年
に
は
一
二
八
七
万
人
に
達
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
多
数
の
観
光
客
を
引
き
つ
け
る
も

の
は
、
独
特
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
横
浜
の
魅
力
的

な
観
光
資
源
で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
世
界
的
な
貿
易
港
で
あ
る
「
横
浜
港
」
、

こ
れ
に
臨
む
「
山
下
公
園
」
・
「
港
の
見
え
る
丘
公

園
」
、
そ
し
て
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
「
中
華
街
」
・

「
外
人
墓
地
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な

っ
て
横
浜
を
代
表
す
る
観
光
地
を
形
成
し
て
い

る
。
若
い
女
性
を
中
心
に
人
気
の
高
い
「
元
町
」
、

伝
統
的
な
日
本
庭
園
、
建
築
美
を
も
つ
「
三
渓
園
」

な
ど
も
、
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
・

④
-
い
き
い
き
と
し
た
都
市
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